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鹽
竈
神
社
の
大
神
は
国
民
に
塩
を
つ
く
る
道
を
教
へ
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
り
人
間
の
寿
命
が
長
く
な
った
と
さ
れ
ま
す
。
古
来
よ

り
殖
産
興
業
・
海
上
安
全
・
厄
災
消
除
・
殊
に
安
産
守
護
の
神
と
し
て
御
神
徳
の
ご
加
護
を
望
む
と
参
詣
す
る
者
が
絶
へ
る
こ
と

な
く
、
御
社
頭
は
隆
盛
を
極
め
て
居
り
ま
す
。
全
国
津
々
浦
々
の
崇
敬
者
各
位
の
な
お
一
層
の
御
便
宜
を
図
り
、
広
く
崇
敬
者

の
至
誠
に
応
へ
る
と
共
に
、
神
社
護
持
の
基
礎
を
堅
持
す
る
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

何
卒
、
敬
神
の
至
情
溢
れ
る
皆
様
方
の
御
賛
同
御
入
講
を
仰
ぎ
、
以
て
吾
等
の
『
し
お
が
ま
さ
ま
』
を
護
持
し
、
広
大
無
辺
な

る
御
神
助
を
仰
ぎ
、
神
と
共
に
あ
る
悦
び
を
深
く
体
し
、
神
の
心
を
心
と
し
て
各
自
の
家
業
に
励
み
家
を
興
し
て
楽
し
い
平
和
な

家
庭
を
築
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

右
に
揚
げ
ま
す
要
領
を
以
て
『し
お
が
ま
さ
ま
』と
崇
敬
者
各
位
と
の
間
を
結
ぶ
絆
と
し
て
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。

加

入

申

込

要

項

鹽
竈
講
社
は
『し
お
が
ま
さ
ま
』を
御
崇
敬
な
さ
れ
心
の
拠
り
所
と
し
て
清
々
し
い
お
気
持
ち
で
御
家
族
一
同
健
や
か
に
お
過

ご
し
戴
く
篤
信
の
皆
様
方
の
集
い
で
す
。
御
入
講
希
望
の
方
は
申
込
書
に
必
要
事
項
を
御
記
入
の
上
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

◆
【入
講
申
込
み
の
方
法
】

申
込
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
直
接
又
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
鹽
竈
神
社
講
社
本
部
へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

※
郵
送
で
も
申
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

◆
【講
金
納
入
の
方
法
】

現
金
（申
込
書
を
添
え
て
）ま
た
は
、
郵
便
振
込
に
て
御
入
金
下
さ
い
。

◆
【講
員
登
録
】

申
込
書
受
け
取
り
と
同
時
に
登
録
さ
れ
、
講
員
徽
章
並
び
に
門
標
を
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。

◆
【講
員
の
特
典
】（待
遇
）

一
、
講
員
の
皆
様
の
御
家
族
一
同
の
家
内
安
全
・家
業
繁
栄
を
毎
朝
日
供
祭
に
合
わ
せ
て
祈
願
い
た
し
ま
す
。

一
、
毎
年
秋
（
体
育
の
日
〔
十
月
第
二
月
曜
日
〕
を
含
め
た
土
・
日
・
月
の
三
日
間
）
の
講
社
大
祭
に
参
列
の
案
内
状
を
送
付

致
し
ま
す
。
講
員
皆
様
の
諸
願
成
就
特
別
祈
願
を
斎
行
し
、
講
社
大
祭
特
別
神
符
（
講
員
の
皆
様
だ
け
の
お
札
で
す
）

福
引
き
並
び
に
直
会
（但
し
正
講
員
以
上
の
方
の
み
）を
差
し
上
げ
ま
す
。

一
、
講
員
に
対
し
て
は
継
続
表
彰
が
あ
り
ま
す
。
十
年
以
上
十
年
毎
に
表
彰
。
但
し
、
途
中
休
み
（
休
講
と
云
う
）が
生
じ

た
場
合
は
繰
り
延
べ
る
。

鹽竈講社加入申込書

今度鹽竈講社趣旨に賛同し、講金

一、金 円也

を添えて申し込みます。

令和 年 月 日

種 別 ・ 年間講金

１ 通常講員 金１千円以上納入の方

２ 正 講 員 金５千円以上納入の方

３ 名誉講員 金８千円以上納入の方

４ 特別講員 金１万円以上納入の方

５ 終身講員 金 10 万円以上納入の方
※終身講員での納金は入講時のみです

（いずれかの番号を〇印で囲んで下さい）

必 要 事 項 記 入 欄

〒

ご住所

電話番号

FAX 番号

お名前又は

事業所名

ご職業

生年月日 （男・女）

払込方法

１直接講社本部へ納金 ２現金書留

３郵便振替（口座仙台 02240=7=8673 ）



◆
【講
員
の
種
別
】（年
講
員
）

一
、
通
常
講
員

一
、
○
○
○
円
以
上
納
入
の
方

一
、
正

講
員

五
、
○
○
○
円
以
上
納
入
の
方

一
、
名
誉
講
員

八
、
○
○
○
円
以
上
納
入
の
方

一
、
特
別
講
員

一
〇
、
〇
〇
〇
円
以
上
納
入
の
方

一
、
終
身
講
員

一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
以
上
納
入
の
方
（但
し
入
講
時
の
み
）

但
し
、
正
講
員
（
年
間
講
費
五
千
円
以
上
）
以
上
の
方
は
講
社
大
祭
当
日
直
会
（饗
膳
）を
差
し
上
げ
ま
す
。

尚
、
通
常
講
員
で
講
社
大
祭
当
日
饗
膳
を
御
希
望
の
方
は
初
穂
料
四
千
円
お
納
め
頂
き
ま
す
と
饗
膳
を
受
け

ら
れ
ま
す
。〒
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